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2012年7月6日 

日本公文教育研究会 くもん学習療法センター 

日本公文教育研究会日本公文教育研究会日本公文教育研究会日本公文教育研究会    くもんくもんくもんくもん学習療法学習療法学習療法学習療法センターセンターセンターセンター（（（（代表代表代表代表：：：：大竹洋司大竹洋司大竹洋司大竹洋司））））はははは東北大学加齢医学研究所東北大学加齢医学研究所東北大学加齢医学研究所東北大学加齢医学研究所    川島川島川島川島

隆太教授隆太教授隆太教授隆太教授とのとのとのとの共同研究共同研究共同研究共同研究として、海外初となる「学習療法」の実証実験（リサーチ・トライアル）を 2011 年

5 月から6 ヶ月間、アメリカ・オハイオ州クリーブランドのＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ法人法人法人法人高齢者介護施設高齢者介護施設高齢者介護施設高齢者介護施設「「「「エライザエライザエライザエライザ・・・・ジェニンジェニンジェニンジェニン

グスグスグスグス・・・・シニアシニアシニアシニア・・・・ケアケアケアケア・・・・ネットワークネットワークネットワークネットワーク（（（（ElizaElizaElizaEliza Jennings  Jennings  Jennings  Jennings SeniorSeniorSeniorSenior    CareCareCareCare    NetworkNetworkNetworkNetwork））））」」」」（（（（以下以下以下以下ＥＪ）ＥＪ）ＥＪ）ＥＪ）の協力により実施し

ました。 

その結果、日本での効果同様に、学習者学習者学習者学習者のののの認知症状認知症状認知症状認知症状のののの維持維持維持維持・・・・改善改善改善改善、、、、施設施設施設施設スタッフスタッフスタッフスタッフののののモチベーションモチベーションモチベーションモチベーションのののの

向上向上向上向上、、、、施設施設施設施設のののの介護介護介護介護ケアケアケアケアのののの質質質質のののの向上向上向上向上などに効果が表れ、文化文化文化文化やややや言語言語言語言語のののの違違違違いいいいをををを越越越越えたえたえたえた「「「「学習療法学習療法学習療法学習療法」」」」のののの有有有有

意性意性意性意性が判明しました。 

【【【【トライアルトライアルトライアルトライアル実施実施実施実施までのまでのまでのまでの経緯経緯経緯経緯】】】】    

この度トライアルを実施したＥＪはＮＰＯ法人の高齢者介護施設としてすでに 120120120120 年年年年のののの歴史歴史歴史歴史を持ち、そ

の理念理念理念理念はははは「「「「パーソンパーソンパーソンパーソン・・・・センタードセンタードセンタードセンタード・・・・ケアケアケアケア」」」」というというというという「「「「一人一人一人一人ひとりのひとりのひとりのひとりの高齢者高齢者高齢者高齢者をををを『『『『人人人人』』』』としてとしてとしてとして、、、、真真真真んんんん中中中中にににに置置置置くくくくことことことこと」」」」をををを

理念理念理念理念にかかげにかかげにかかげにかかげ、、、、そのそのそのそのためにどうためにどうためにどうためにどう介護介護介護介護のののの質質質質をををを上上上上げていくかげていくかげていくかげていくかを常に考

えている施設でした。 

そんな中 2010 年 6 月「学習療法」と出会い「これだ！」と感じて、ト

ライアルに名乗りを上げてくれました。 

そして、同年暮れには、くもん学習療法センターがＥＪのサポーター

（学習療法を実施するスタッフ 主に介護スタッフ）育成のための研

東北大学加齢医学研究所東北大学加齢医学研究所東北大学加齢医学研究所東北大学加齢医学研究所 川島隆太教授川島隆太教授川島隆太教授川島隆太教授とくもんとくもんとくもんとくもん学習療法学習療法学習療法学習療法センターセンターセンターセンター共同研究共同研究共同研究共同研究 

海外海外海外海外初初初初！！！！米米米米国国国国にてにてにてにて「「「「学習療法学習療法学習療法学習療法」」」」のののの    

有意性有意性有意性有意性がががが認認認認められましためられましためられましためられました。。。。    

――――アメリカアメリカアメリカアメリカでのでのでのでの学習療法学習療法学習療法学習療法トライアルトライアルトライアルトライアルのののの成果成果成果成果についてについてについてについてーーーー    

 

■■■■学習療法学習療法学習療法学習療法ⓇⓇⓇⓇとはとはとはとは 

東北大学加齢医学研究所、川島隆太教授を中心とする産・官・学の共同プロジェクトによって科学的に効

果が証明された、認知症の維持・改善を目的とする非薬物療法。 

「「「「音読音読音読音読とととと計算計算計算計算をををを中心中心中心中心とするとするとするとする教材教材教材教材をををを用用用用いたいたいたいた学習学習学習学習をををを、、、、学習者学習者学習者学習者とととと支援者支援者支援者支援者ががががコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションをとりながらをとりながらをとりながらをとりながら行行行行うことうことうことうこと

によりによりによりにより、、、、学習者学習者学習者学習者のののの認知機能認知機能認知機能認知機能ややややコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション機能機能機能機能、、、、身辺自立機能身辺自立機能身辺自立機能身辺自立機能などのなどのなどのなどの前頭前野機能前頭前野機能前頭前野機能前頭前野機能のののの維持維持維持維持・・・・改善改善改善改善をををを

はかるものであるはかるものであるはかるものであるはかるものである。」。」。」。」と定義。 

現在国内では、認知症の維持・改善のための「学習療法」を1,400の高齢者介護施設に導入、認知症予防

のための「脳の健康教室」を２１５の自治体等で４１０教室を展開中。（2012年3月現在） 

 



 

修を開始、約 6 ヶ月にわたり学習療法の考え方、実践方法、具体的な効果等お互いが納得いくまで綿

密なやり取りを繰り返しました。 

そして、2011 年 5 月、実際に認知症を発症している方 23 名に学習療法を開始、同時に対照群（比較

のため学習療法を実施しない群）となるＥＪの関連施設の 24 名の半年間の経過観察を開始しました。 

なお、このトライアルは米国米国米国米国ＩＲＢ（ＩＲＢ（ＩＲＢ（ＩＲＢ（Institutional ReviewInstitutional ReviewInstitutional ReviewInstitutional Review    BoardBoardBoardBoard【【【【倫理審査委員会倫理審査委員会倫理審査委員会倫理審査委員会】）】）】）】）のののの認可認可認可認可のののの下下下下、、、、実施実施実施実施ささささ

れたれたれたれたトライアルトライアルトライアルトライアルであり、米国における臨床試験として正式に認められたものです。 

【【【【トライアルトライアルトライアルトライアルのののの実践実践実践実践とととと成果成果成果成果】】】】    

2011 年 5 月 18 日、初めての学習者を迎え、海外初の「学習療法」が

スタート。「学習療法」ではニニニニ人人人人のののの学習者学習者学習者学習者にににに一人一人一人一人ののののサポーターサポーターサポーターサポーターがつき、

学習を進めていきます。 

《《《《定量的成果定量的成果定量的成果定量的成果》》》》    

認知症の度合いを測る方法として世界標準として用いられる基準に、

ＦＡＢ（ＦＡＢ（ＦＡＢ（ＦＡＢ（前頭葉機能検査前頭葉機能検査前頭葉機能検査前頭葉機能検査））））ととととＭＭＳＥ（ＭＭＳＥ（ＭＭＳＥ（ＭＭＳＥ（認知機能検査認知機能検査認知機能検査認知機能検査））））がありますが、  

この度のトライアルでは対照群（学習療法を実施しない群）との比較

において以下のような結果が得られました。 

    

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

最終的には介入群（学習療法を実施したグループ）が１９名、対照群（学習療法を実施しないグルー

プ）２０名のデータが取得できました。 

ＦＡＢ、ＭＭＳＥともスタートスタートスタートスタート時時時時（（（（BaselineBaselineBaselineBaseline））））はははは両群両群両群両群ともともともとも差異差異差異差異はそれほどはそれほどはそれほどはそれほどありませんでしたありませんでしたありませんでしたありませんでしたがががが、、、、6666 ヶヶヶヶ月後月後月後月後

（（（（FUFUFUFU））））ではではではでは明明明明らかならかならかならかな差異差異差異差異がががが認認認認められましためられましためられましためられました。    

 

 

ＦＡＢ（ＦＡＢ（ＦＡＢ（ＦＡＢ（前頭葉機能検査前頭葉機能検査前頭葉機能検査前頭葉機能検査））））前頭前頭前頭前頭前野機能前野機能前野機能前野機能をををを簡便簡便簡便簡便にににに評価評価評価評価するためのするためのするためのするための面接形式面接形式面接形式面接形式のののの検査検査検査検査。。。。18181818点満点点満点点満点点満点

でででで 6666項目項目項目項目からからからから成成成成りりりり立立立立っておりっておりっておりっており、、、、ほぼほぼほぼほぼ 8888歳以上歳以上歳以上歳以上のののの健常健常健常健常なななな人人人人ではではではでは満点満点満点満点をををを取取取取れるれるれるれる。。。。    

ＭＭＳＥ（ＭＭＳＥ（ＭＭＳＥ（ＭＭＳＥ（認知機能検査認知機能検査認知機能検査認知機能検査））））認知障害認知障害認知障害認知障害測定測定測定測定のののの尺度尺度尺度尺度でででで、、、、認知能力認知能力認知能力認知能力やややや記憶能力記憶能力記憶能力記憶能力をををを簡便簡便簡便簡便にににに検査検査検査検査するするするする 11111111

項目項目項目項目のののの設問設問設問設問でででで構成構成構成構成、、、、30303030点満点点満点点満点点満点でででで総合点総合点総合点総合点がががが 22222222点点点点～～～～26262626点点点点でででで軽度認知軽度認知軽度認知軽度認知障害障害障害障害（（（（MCIMCIMCIMCI））））、、、、21212121点以下点以下点以下点以下でででで

認知症認知症認知症認知症などのなどのなどのなどの認知障害認知障害認知障害認知障害のののの可能性可能性可能性可能性がががが高高高高いといといといと判断判断判断判断されるされるされるされる。。。。    



 

《《《《定性的成果定性的成果定性的成果定性的成果》》》》    

学習開始からわずか 2 日目から 1 ヶ月の間に各学習者に次々と変化が表れました。 

A さん…学習開始初日では名前を書けなかったが、２日目にはフルネームフルネームフルネームフルネームをををを書書書書けるけるけるけるようになる。 

Bさん…すうじ盤というボードに駒を順番通りに置く学習では1の駒だけしか置けなかったが、１１１１週間週間週間週間でででで

10101010 までをまでをまでをまでを置置置置けるようになりけるようになりけるようになりけるようになり、、、、ひとひとひとひと月後月後月後月後にはにはにはには 30303030 までまでまでまでスラスラスラスラスラスラスラスラとととと置置置置けるけるけるけるようになる。 

学習の成果と同時にその方々の周辺症状周辺症状周辺症状周辺症状にもにもにもにも変化変化変化変化が出てきました。 

C さん…尿意を感じずおむつをはずすことができなかったが、ある日「「「「トイレトイレトイレトイレにににに行行行行きたいからちょっときたいからちょっときたいからちょっときたいからちょっと通通通通

してくださいしてくださいしてくださいしてください。」。」。」。」と発言され、周りの介護スタッフを驚かせる。 

D さん…食事以外ほとんど自室から出ることなく、人との交流を全く望まなかったが、学習開始直後か

ら様子に変化が見られ、今では自自自自ららららリビングルームリビングルームリビングルームリビングルームにににに出出出出ておしゃべりておしゃべりておしゃべりておしゃべりを楽しんでいる。 

（（（（上記上記上記上記はははは個人的個人的個人的個人的なななな状態状態状態状態のののの変化変化変化変化のののの一例一例一例一例ですですですです。）。）。）。）    

    

【【【【なぜなぜなぜなぜ、、、、文化文化文化文化やややや言語言語言語言語のののの違違違違いをいをいをいを越越越越えてえてえてえて、、、、学習療法学習療法学習療法学習療法のののの効果効果効果効果のののの有意性有意性有意性有意性がががが見見見見えたかえたかえたかえたか。。。。】】】】    

学習療法の定義は前述の通りですが、実は最も大事なことは、「学習療法」をする側が一人一人一人一人ひとりのひとりのひとりのひとりの

認知症高齢者認知症高齢者認知症高齢者認知症高齢者をををを大切大切大切大切にしたいというにしたいというにしたいというにしたいという「「「「志志志志」」」」なのです。 

その「志」を施設全体が持っている。それなくしては、「学習療法」の教材やマニュアルがあっても決し

て良い効果は生まれません。つまり、やはり最後最後最後最後はははは人対人人対人人対人人対人なのです。 

具体的には、今回トライアルを実施したＥＪは、前述の通り「「「「パーソンパーソンパーソンパーソン・・・・センタードセンタードセンタードセンタード・・・・ケアケアケアケア」」」」というというというという「「「「介護介護介護介護すすすす

るるるる高齢者高齢者高齢者高齢者をををを真真真真んんんん中中中中にににに」」」」というというというという精神精神精神精神をををを 120120120120 年間培年間培年間培年間培ってきたってきたってきたってきた施設施設施設施設ですですですです。 

しかし、思いはあっても、本当の意味でそれが実践できているか常に模索を続けていたそうです。 

そこで「学習療法」と出会い、その実践や効果を見て「「「「これがこれがこれがこれが理念理念理念理念をををを実現実現実現実現するためにするためにするためにするために求求求求めていたものめていたものめていたものめていたもの

だだだだ！」！」！」！」という思いをＣＥＯのデボラ氏は瞬間的に感じられたそうです。 

このように施設の理念である「「「「高齢者一人高齢者一人高齢者一人高齢者一人ひとりをひとりをひとりをひとりを大切大切大切大切にするにするにするにする」」」」という「「「「志志志志」」」」をををを持持持持ったったったったスタッフスタッフスタッフスタッフががががサポータサポータサポータサポータ

ーーーーとなりとなりとなりとなり、「、「、「、「学習療法学習療法学習療法学習療法」」」」をををを実践実践実践実践したことがしたことがしたことがしたことが、、、、このこのこのこの成功成功成功成功をををを導導導導いたいたいたいた一番一番一番一番のののの要因要因要因要因です。 

 

【「【「【「【「学習療法学習療法学習療法学習療法」」」」今後今後今後今後のののの可能性可能性可能性可能性】】】】    

6 ヶ月のトライアルの成果を受け、ＥＪでは 2012 年５月より「学習療法」を施設および関連する他他他他のののの施施施施

設設設設（（（（計計計計 4444 施設施設施設施設））））にもにもにもにも正式正式正式正式にににに順次順次順次順次導入導入導入導入することをすることをすることをすることを決定決定決定決定しましたしましたしましたしました。。。。 

このトライアルで「学習療法」は『『『『文化文化文化文化やややや言語言語言語言語のののの違違違違いいいいをををを越越越越えてそのえてそのえてそのえてその効果効果効果効果がががが実証実証実証実証できたできたできたできた』』』』ことにより、今後

の展望がさらに開けてきました。 

認知症の問題は現代の日本のみならず欧米欧米欧米欧米やややや今後今後今後今後ののののアジアアジアアジアアジアでもでもでもでも大大大大きなきなきなきな課題課題課題課題になっています。 

予防医学等の観点からも、人々が元気で認知症とは無縁の生活が送れれば、多多多多くのくのくのくの医療費医療費医療費医療費やややや介護介護介護介護

費用費用費用費用のののの削減削減削減削減に結びつきます。 

また、「学習療法」は当初認知症症状の維持・改善、予防を目

的としておりましたが、１０年が経過し、導入導入導入導入したしたしたした施設施設施設施設からからからから次次次次々々々々

とととと「「「「さらなるさらなるさらなるさらなる効果効果効果効果」」」」の報告が入ってきています。 

 

【【【【学習療法学習療法学習療法学習療法のもたらしたのもたらしたのもたらしたのもたらしたそのそのそのその他他他他のののの変化変化変化変化】】】】（（（（日本日本日本日本でのでのでのでの効果効果効果効果））））    

１１１１．．．．ごごごご家族家族家族家族へのへのへのへの好影響好影響好影響好影響    

認知症の介護は想像を絶する大変さと、多くの場合、自分の

「親」がなるものですから、子どもとして「「「「自分自分自分自分のののの知知知知っているっているっているっている親親親親でででで

 



 

はなくなるはなくなるはなくなるはなくなる」」」」現実現実現実現実をををを目目目目のののの当当当当たりにするたりにするたりにするたりにすることは本当に辛いことです。 

そこで、少しでも家族のことを思い出し、昔のような穏やかな親子関係が取り戻せたら、これほど家族

にとって嬉しいことはありません。学習療法は実際にそういう事例を多く生み出しています。 

ある例では認知症の進行により、自分（子ども）の顔さえも忘れ、家では徘徊や特異行動をしてしまう

親が、学習療法をして半年後、自分自分自分自分をををを「「「「わがわがわがわが子子子子」」」」ととととしてしてしてして思思思思いいいい出出出出しししし、、、、昔昔昔昔のようのようのようのようにににに気遣気遣気遣気遣ってってってってくれるくれるくれるくれるようになりようになりようになりようになり、、、、

趣味趣味趣味趣味ののののこここことととともももも思思思思いいいい出出出出しししし、、、、もうもうもうもう一度一度一度一度やりやりやりやり始始始始めましためましためましためました。その後、その方は亡くなりましたが、その息子さんは

「入所した当時（認知症が進んだまま）に亡くなっていたら本当に後悔したと思います。 

でも、学習療法で私を息子と思い出し、最後は私を気遣うまでに回復して、昔昔昔昔のままののままののままののままの親親親親としてとしてとしてとして最期最期最期最期をををを

迎迎迎迎ええええられたられたられたられたことでことでことでことで、、、、私自身私自身私自身私自身もももも後悔後悔後悔後悔なくなくなくなく見送見送見送見送ることがることがることがることが出来出来出来出来ましたましたましたました。」と語ってくれました。 

人間が人間人間人間人間としてのとしてのとしてのとしての尊厳尊厳尊厳尊厳をををを持持持持ったままったままったままったまま最期最期最期最期をををを迎迎迎迎えられるえられるえられるえられることができれば、残された家族も故人に対す

る思いが大きく変わります。 

    

２２２２．．．．介護介護介護介護スタッフスタッフスタッフスタッフのののの変化変化変化変化    

学習療法は学習者ニ人に対して一人のサポーター（介護スタッフ）がついて実施します。 

１回わずか３０分程度ですが、教材の学習をきっかけにコミュニケーションをとるため、今今今今までまでまでまで知知知知らなからなからなからなか

ったったったった学習者学習者学習者学習者のののの「「「「ひととなりひととなりひととなりひととなり」」」」（（（（出身出身出身出身やややや過去過去過去過去のののの経歴等経歴等経歴等経歴等））））をををを知知知知るるるることになります。 

また、自分の働きかけが学習者学習者学習者学習者にににに変化変化変化変化をもたらしをもたらしをもたらしをもたらし、、、、よりよりよりより良良良良いいいい状態状態状態状態になることでになることでになることでになることで、、、、スタッフスタッフスタッフスタッフ自身自身自身自身もやりがもやりがもやりがもやりが

いいいいを感じます。そのことが、学習療法の時だけではなく、介護介護介護介護ケアケアケアケアそのものにもそのものにもそのものにもそのものにも変化変化変化変化もたらします。 

なぜかというと今までは誰でも同じ「入所者の一人」としてケアをしていたのが、「「「「○○○○○○○○さんにさんにさんにさんに対対対対するするするするケケケケ

アアアア」」」」というというというという意識意識意識意識にににに変変変変わるわるわるわることで、「どうすればこの方がより快適に過ごせるだろうか」「この方の笑顔をも

っと見たい」という気持ちにスタッフ自身が変わっていきます。 

このことが自然と介護介護介護介護ケアケアケアケアのののの質質質質のののの向上向上向上向上をもたらしているのです。 

    

３３３３．．．．施設施設施設施設のののの変化変化変化変化    

介護業界は離職率が高いと言われています。それは、教育のように子どもの成長を見守る仕事なら、

未来を感じ、やりがいも感じられますが、介護の仕事はどんなに頑張っても衰えていく高齢者を見て最

期を看取るという未来未来未来未来がががが見見見見えないえないえないえない仕事仕事仕事仕事です。そのため、自分のモチベーションを保つには相当に強い

意志（こころざし）がなければ続けることが難しく離職率等が高くなってしまうのです。 

しかし、学習療法を取り入れた施設でその離職離職離職離職ががががピタッピタッピタッピタッとととと止止止止まったまったまったまった施設施設施設施設がいくつか出てきました。 

前述の通り、学習療法により認知症状の改善が見られることや看ていた方が最期を迎えても、その家

族から多くの感謝の言葉が寄せられることで、スタッフスタッフスタッフスタッフのやりがいがのやりがいがのやりがいがのやりがいが今今今今までにないまでにないまでにないまでにない向上向上向上向上ををををみせましたみせましたみせましたみせました。 

すると、スタッフ間のコミュニケーションも、より密になり、学習療法に直接関わっていない食事や送迎

のスタッフまでもが、高齢者一人ひとりを大切にしようとするため施設全体施設全体施設全体施設全体のののの雰囲気雰囲気雰囲気雰囲気がよくなりまがよくなりまがよくなりまがよくなりましたしたしたした。。。。 

その雰囲気を感じた入所者のご家族が地域に評判を広げ、それが、更なるスタッフのやる気に結びつ

くという好循環を生み出しているとのことです。 

    

４４４４．．．．地域地域地域地域ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの広広広広がりがりがりがり    

介護施設というのは、同じ地域で隣接していても組織の母体が違えば、あまり接点はありません。 

しかし、一部地域で「「「「学習療法学習療法学習療法学習療法」」」」をををを共通言語共通言語共通言語共通言語に、お互いの学習療法のやり方や質の向上を求めて、情

報交換をしたり、お互いの施設を見学したりする動きが出てきました。 

そのうちに、本質本質本質本質であるであるであるである「「「「介護介護介護介護ケアケアケアケア」」」」についてもについてもについてもについても情報交換情報交換情報交換情報交換をするをするをするをするようになり、その質の向上を求めて、い



 

くつかの施設が集まり定期的定期的定期的定期的なななな勉強会勉強会勉強会勉強会をををを実施実施実施実施するまでに至っています。 

現在では首都圏首都圏首都圏首都圏を始めとして、北海道北海道北海道北海道、、、、愛知愛知愛知愛知、、、、三重三重三重三重、、、、大阪大阪大阪大阪、、、、兵庫兵庫兵庫兵庫、、、、愛媛愛媛愛媛愛媛、、、、九州九州九州九州とととと自発的自発的自発的自発的なななな地域地域地域地域ネットワネットワネットワネットワ

ークークークークが生まれ、施設内のことだけではなく、地域医療や地域での介護のあり方についても話し合うな

ど活発な活動が展開されています。 

    

５５５５．．．．これらのこれらのこれらのこれらの効果効果効果効果のののの集大成集大成集大成集大成であるであるであるである EJEJEJEJ でのでのでのでの成果成果成果成果    

ＥＪでのわずか半年間のトライアルにおいても、上記１～３の良い変化はすでに起こっています。 

施設のチームリーダーは「「「「学習者学習者学習者学習者のののの変化変化変化変化のみならずのみならずのみならずのみならず、、、、くもんくもんくもんくもん学習療法学習療法学習療法学習療法センターセンターセンターセンターのののの方方方方がががが研修研修研修研修でででで言言言言っていっていっていってい

たたたた家族家族家族家族ややややスタッフスタッフスタッフスタッフ、、、、施設全体施設全体施設全体施設全体へのへのへのへの好影響好影響好影響好影響がすでにがすでにがすでにがすでに出出出出てきていますてきていますてきていますてきています。。。。しかししかししかししかし特別特別特別特別なことはなことはなことはなことは何何何何もしてもしてもしてもしておらずおらずおらずおらず

１０１０１０１０年間積年間積年間積年間積みみみみ上上上上げてきたげてきたげてきたげてきた「「「「学習療法学習療法学習療法学習療法」」」」ののののノウハウノウハウノウハウノウハウをををを忠実忠実忠実忠実にににに再現再現再現再現しているだけですしているだけですしているだけですしているだけです」」」」と語ってくれました。 

文化や言語は違っても「介護ケアの質の向上」や「施設全体の質の向上」は、誰もが望む状況である

ということが、よくわかりました。 

【【【【おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    

「「「「学習療法学習療法学習療法学習療法」」」」にににに関関関関するおするおするおするお問問問問いいいい合合合合わせはわせはわせはわせは    

日本公文教育研究会 くもん学習療法センター 担当：二瓶澄夫 

〒102-0076 東京都千代田区五番町 3－1 五番町グランドビル６F   

ＴＥＬ 03-3234-4750 

 ＦＡＸ 03-5210-7881 

E-mail : nihei.su@kumon.co.jp 

ホームページ⇒ http://www.kumon-lt.co.jp/ 

「「「「KUMONKUMONKUMONKUMON グループグループグループグループ」」」」にににに関関関関するおするおするおするお問問問問いいいい合合合合わせはわせはわせはわせは    

日本公文教育研究会 広報部 グループ広報チーム 担当：大西 淳 

〒102-0076 東京都千代田区五番町 3－1 五番町グランドビル４F  

TEL 03-3234-4401 

FAX 03-5210-7876 

E-mail：onishi.at@kumon.co.jp 

ホームページ⇒ http://www.kumongroup.com/ 

以上                    

  

共同研究者共同研究者共同研究者共同研究者のののの東北大学加齢医学研究所東北大学加齢医学研究所東北大学加齢医学研究所東北大学加齢医学研究所    川島隆太教授川島隆太教授川島隆太教授川島隆太教授のごのごのごのご紹介紹介紹介紹介    

    

１９５９１９５９１９５９１９５９年年年年、、、、千葉県千葉市生千葉県千葉市生千葉県千葉市生千葉県千葉市生まれまれまれまれ    

東北大学医学部卒業東北大学医学部卒業東北大学医学部卒業東北大学医学部卒業、、、、同大学院医学研究同大学院医学研究同大学院医学研究同大学院医学研究科修了科修了科修了科修了。。。。    

スウェーデンスウェーデンスウェーデンスウェーデン王国王国王国王国カロカロカロカロリンスカリンスカリンスカリンスカ研究所客員研究員研究所客員研究員研究所客員研究員研究所客員研究員、、、、東北大学助手東北大学助手東北大学助手東北大学助手、、、、講師講師講師講師をををを経経経経てててて、、、、    

現在現在現在現在、、、、東北大学加齢医学研究所教授東北大学加齢医学研究所教授東北大学加齢医学研究所教授東北大学加齢医学研究所教授    

脳脳脳脳のどののどののどののどの部分部分部分部分にににに、、、、どのようなどのようなどのようなどのような機能機能機能機能があるのかをがあるのかをがあるのかをがあるのかを調調調調べるべるべるべる「「「「ブレインイメージングブレインイメージングブレインイメージングブレインイメージング研究研究研究研究」」」」のののの日本日本日本日本におけるにおけるにおけるにおける第一人者第一人者第一人者第一人者    

    

著書著書著書著書：「：「：「：「学習療法学習療法学習療法学習療法のののの秘密秘密秘密秘密」「」「」「」「脳脳脳脳をををを鍛鍛鍛鍛えるえるえるえる大人大人大人大人ののののドリルドリルドリルドリル」」」」シリーズシリーズシリーズシリーズ「「「「自分自分自分自分のののの脳脳脳脳をををを自分自分自分自分でででで育育育育てるてるてるてる」」」」他他他他、、、、多数多数多数多数    


